

協力：立 III 市グラブト网好会 


くらふと画報⑧ 

丸太ん棒の筆立て 

シンプルを極めた「男のクラフト」 


丸太を切って穴を開ける n それだけ、である。 

ざっくりとシンブルに、余計な f •を加えず自然の 
ままを生かすこと。アウトドア精神を体現したか 
のようなこの筆立ては、作る過程においても•そ 
の W 貌においても、まさに男のクラフトと呼んで 
しまいたくなる，「ドリルで穴を間ける畤は、木を 
しっかり踊定しましょう。特に断面が斜めの場合 
は注意すること。ドリルの问 fc に木が取られやす 
くなり、怪我のもとになります」（石山さん》。完 今 月の先生 

成後、表 ifn を火であぶって質感を出すのもいい。石 m 汎さん（羽衣町) 





材料はどんな木を使っても 0 K _ 
今回は、比較的木肌がなめらかな 
エゴノキ眘使った* 




切つた豳面にカンナをかけ、荒く 
粮えておく • 穴が两けやすいだけ 
でなく、小さな怪我も防げる B 



出来上がりの A さを決めて切り出 U 
まっすぐに切らないと》立てた時に 
グラついてしまうのて•注想 



rm ドリルで穴開け ■ 木び回乾に 
とられないよ3両足でしっか0挟 
み.垂鹽にドリルを入れる • 



カンナや紙やす D で肋面を整えれ 
ば完成表面を火で25ぶって、木 
目の質感を出すのも朵しい ■ 













え < てびあんレポート 


されと竹とんぼ 


5月23日/昭和記念公園第1回関東竹とんぼ競技大会 

主催：立川市レクリエーション協会 r 

主管：立 j II 市クラフト同好会 
共催：®際竹とんぼ協会他 


子供の遊びと侮っては^、けない。今や竹とんぼは、 
IV 懷かしい玩具の世界を離れ、人のオトコが舆剣に戦 
うスポーツとなってしまった 0 
/ iH 晴れの昭記念公_ • みんなの原っぱに集結し 
た伞闻の猛者たち。なんと北は#森、南は熊本から駆 
けつけた人もいる。それぞれが腕にヨリをかけ、調 
整に靄整を重ねて梅えた“愛機”を手に、その腹行 
成綃を賧い合った。 

競技は跖離 • 滞空 • 高度の3つの棟! n で競われる, 
ようするにより遠く、より長く、より高く飛ばした人の 
勝ちだ。愛機の滑空状態に一喜•趕する選手たち。 
次々と大空に舞い上がる竹とんぼの姿を眺めている 
と、そのハマる気持ち、わかる、わかる。 




めざせ、新記録! 


r …•，‘よ u 上敁かな気众いとともに全 
ノ j で掌をすりあわせ，变饯を大空に飛;び 
3 X たせる e 鲺向きを说み，呼吸を牿え、 
•哚の勝 ft た、衣情はみな迟钊そのもの0 


! ?9 


H 踣竹!:ん会会兵•石田*治さんの找接 の出坶者 • R 和夫さんは 7 S 崴.なんと盱離 I * いやあ，こ*)や J : がったなあ」《みんな 

で.いよいよ肽技のスクート • 部門で2位に嬅い匕さすが年輪です- j こを aia ざて • (くなりました 



出码者の紅一点は本 dt から飛び入り#加した 手作りめ计瀾器でを册る〇 ft ® とを計れ ill 李時»の部籩®は宵域からやってさた 

新人;成供は……阳かんでくだ？い。ば， ft 学の得窳な人なら分かるでしよ？ 岛#遂郎さん。竹とんぼ#ではお11¢み 



私の愛機を 

ii 鼻 ** M _U ^ H 4 ^ H C < 

見て <ださい, 


10 ものべテラン * 手になると，醃 
技によってトンボを使い分けるだなく 
保体のデザ f ンにもこだわりが廷られる r 
こうなるともう，アートの111’界ですな 


?遞 相 
























- ■たみ子さんが urn 者！！今代に 

:' .. 


月刊えくてびあん一立 JII と : 語ろう.立川に生きよう 



喜び、驚き、詩を作り 

— 詩人 一 

清水たみ子さん 

日本の児童文学の礎を柒いた雄誌『赤い烏 J に投稿、北禅白秋らとの 
iftii から詩作に目覚めたのは昭和 6 年その感動を今に持ち続け.現在 
も削作、後進の指導に励まれている滴水たみ子さん（若篥町 2 丁目 h , 
本誌カラー面に祀戤の•たみ子さんのうた J は.今月号をもって 1 年 
間の逸載を了える t 倭しく切なく，懐かしい情景をうたった詩と立川 
屈指のアーティストたちが描く「心象」との競演は、毎月多くの反»が 
寄せられ、好評を博した。そこで今回の対談では"たみ子さん”御本人が 
登場..[最後の赤い馬詩人」として全国的に知られる存在でありながら. 
公の場に出ることの少ない滴水さんから、その詩心の源采を®接® 5 くこ 
とができる寅電な対餓と 4 •った。 



1時間 ㉒ 


[プ□フイール〕 

♦溻水たみ子（しみずたみこ）：大正4穿. 
埼王猓生まれ t 4觼から柬讯に住む。府立; R 
五:«等女学校彳.頃©立甫士高校）卒*.少女 
代，日本文学史.兜童文学史の珞盛に多大 
な功級を与え、多くの文 S 人に彩響を与えた 
維 S3 赤い MJ と出公い16味の時に初役柏. 
尤癢自由转彻 ® 运沏に铕けて入遇したのを 
抑に.北®甶秋に时眾する n 以来 Msg 少 
苯詩，幼年 fiS など仍蚊筆を故ける.平成2 
年.15年ぶりに上榨した奸故[かたつむリの 
m (かど觔房）で r 赤い禺文学霣 j 受霣 2 » 
»に特I ;あまの W T* く J (国土社）.逛話奚 
{いなくなったホコ J (宕«害估）などがある. 
現在、若葉町2丁目在住 n 日本1/5雩文学者溢 
会，日木鲞涵協会会 S„ 

♦立并笤介（たていけいすけ〉：本誌祺集人 


—^ | ■ M "木 イタリアンの魅力に取りつかれて14年 

リストランテ フ•爪爪フリ_メ 1:1: 若きシェフの意気込みが感じられる 

掉 . に；一 

y \ * r I \ nn i • • n ハ .， • m - 二 - rr n L/ ノ —X J 



住宅苗の路地 t 面し Tft る r ラ•ボボラリータ j の外®は、と n る s 伟さんとは g え一畨人気はやっぱりバスタなめ 
ラっかりしたら見落としてし r う a ど，つつましい泞ミいでらか ~ ni のかに甘いクリームソースのかかった. g 寒製ラザ 
あるおよそ id 坪のこじんまりとした庙内 u , 逭に漆唯が逢ニアの ; t - ブン焼きぢ虚 . vdoo 円）は.これ耳門の常連 
り込められ.ちょ=とした穴»のような空間が広かる」 s 内もいるとが v バスタも含め、肉.魚料理とそれぞれにイタリ 
の«飭はオーナーシ Z フ高樣宋也さん,の手 U よ6もの k アンの笆力を味わえるのが.ディナーのコース r 3, OOOR ) 

腺理師半校を卒*後液谷のィタリアンレストランに鉍瞄 だ」気 S わずに試してみることをわ齄めしたい*二人ぬか*3 
多くの料理人が鉉寒:で紡めていく中.荩憤さ人 U 10 年間塍奄予約そ受け付けるパーティーメニュー （3-500 円） a 様々 
据え箱.を空いた：そし T 4年前.墁 M の料 S 人片山保正さ な料殍を卖しめるよ7 メニニ-は撩えておと.度目以降 

ここ立川:：;神！?？ ii . 俏スた 邱を出さぬ.;：う配慮し r くれる：力-ーリックトースト u 

r ィタリアンといラとパスタに人気が集中しますが闵、烺きたて耷肩足のいくまでお代わりで#るのも娥しい夏に 
备料设「こそ，イタリア: • の枣泊が発揀されると®うんで r .1 は钶家は坩したィタリア « r 炎か食付として登成•むる 
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大晋商事 

確町 1 23 - 9 _ 525-3110 

無 庵 

SBJ 1 - 28-5 524-0512 


ビストロシエータスケ 

昵町レ 28 * U _ 527-5959 

□ツテリアルミネ边膝 

两町 2 -M _ 524-7433 

ルミネ立 JII 店奸穿 t 

W 1 HT 2 -M 527 . 1411 (代） 

オリオン 書房 ルミネ规《 

瑁町 2-1 パ- 7 F 527-2311 

印 徳岐ネ姻^ 

陏町 2 小 1 - 7 F _ 527-1260 

ビ 1- •ティータナカ M 社_ビ礤 

«町 2 - M - 9 F _ 527-6917 

酣擁センタ- mm&i 

朗町 2 レ V 9 F _ 527-1140 

朝日 カルチャ-センタ-韻 

朗町 2 - 1 - 1 - 9 F _ 527-6511 

日の出屋 本店 

阳町 2 - 2 - 1 8 522-3308 

オリオン 書房 デバ —S 

曙町 2 - 2-25 — 523-331 1 

すル 3 -ル’期 クーシ— 1 \ウス 

81町 2-3-7 525-2588 

第一勧業銀行抑ぼ店 

曙町 2 - 4-5 522-5151 


I 富士銀行加眩店 

播町2~4-6 _ 524-3121 

二木のパン 

BSSJ 2-6-4 522-2278 

さくら銀行 3 DH * 店 

WSJ2-6 11 522-2151 

サヴィニ 

躍町 2-7-10 脚 1662 

多摩中央關金庫本店 

薄町24,28 526-11 11(代} 

多摩中央ミサワホ-ム 

@ 町2129 + 527-3388 

三上鯉節店 

粟町2130 — 522-3259 

パチィス IH バーゼル 

3?町 2- 11 -11 _ 523^3746 

cafe バーゼル 

两町 2-11-11-2F 523-3746 

訓リ-ジェントホテル 

阳町 2-11-7 522-1133 

フ□ム中武〗 FSW 

WBI2-11-2 524-71 11(代} 

ホワイト八ウスフロム喊 

W»I2-11-2*4F_ 525-8558 

ばさ一じゅ フ D ム中武 
WIBI2-11-2-4F 522-1941 


る ち 

|« 町 2 - 12-13 


ん 

527-3022 



〇あ 

>••••••• 


人がゐて、街があります。 

あなたがゐて、立 III があります。 
そこにちょっとだけ、えくてびあん！ 
リストのお店にはいつでも、えくてびあん I 

今月は 曙！！ • * 松 u 栄 an • 寧町 ( a > のお店です. 



ケンタ?^-フライドチキン咖既 

箱町 2 - 12-16 528-2636 

住友銀行仙咖 

洚叨 2 - 13*1 522-6171 

東京三菱銀行灿 I 支 e 

躓町 2 , 13 -3 5244121 


立川郵便局は庁》 

II 町 2 - 1 ‘36 524 ^ 6114 (代） 


横町 

屋 

高松町 2 - 11-23 

522-2609 

山梨中央銀行 

高松町 2 - 16-1 3 

526-1571 

レストラン 

樓 

萵松町 2 - 22-2 

526-2276 

TIP-TOP C 咖 Beetaurant 

S 松町 2 - 27-27 



喫茶ア 

睹町 2-1 7,15 


バン 

527-4479 


、ポス立川店 

0 |町 2 - 1 8^18 _ 525-0331 

東京フロンティア 

筠町 2 - 19>9 527-3943 

和ちそば 閑 

«町 2 - 25-3 + 525-1400 

エミリ_フロ_ゲ加哄 Mg 
BSSF 2 39 - 3 * 3 F 526-9788 

多摩画材 

高松町 2 - 1-25 522-6031 

丸助背果店 

荔松町 2 - 4-18 _ 522-3542 

スーパーやなぎや 

赛松町 2 - 5- 17 522-4322 

肉の辱門 K 伊勢屋 

高松町 2 七 -20 _ 524-2734 

洋菓子マ _ J アン 
荔松町 2 - 10-22 524-3912 


I フレンド書房 

b 松町 3.1&2 527-1555 

| 多摩中央信用金庫栄晒 

| 栄町 2-59-8 536-9711 

そば佶 吏 

| 栄町 5- 12-1 537-0991 

模屋酒店 

1^5-61 8 536,2476 

| メンズカッ トヤザワ 
| 栄町 5-61-31 536-8738 

hr 田接骨院 

| 栄町 6 夯 25 535-6240 

いなげや灿阐 s 

# 町 1-23-6 537-1820 

花奴すず W 憑り店 

幸町 3-17-3 536-8785 

ティールーム プチフルール 

傘町 ‘ 16-1 535-6734 

□ツテ U ア边九■店 
妾町 4-38 537-4413 


立 JII に作てられて六十三年 

#真如宛 

1 .2 イ3 m 587.011 1的 


〇 


あたたかな 
サービスで 
お迎えします 

④ ii 銀行 



お中元贈答好適品^ 

有名百貨/^商為#@ 
お選びいただけます。 


•承: の辂轚から輪人り•物.香りのク：スまで 籲 

® パラエチィーショッブ 

| ジョイフルブラザ 

4 訪通り 


父のいる率 M に出てきたんですね。 
その時の汽萨に乘つた：^、池袋 
の駅のホ I ムから見たりどり 
の灯りやネオンの美しさ•それを 
今でも齚明に党えているんですよ： 
「うわぁ、つて何てされいなと 
ころなんだろう」つて。も*っ a る 
もの W くもの、全てが面白くて。 

啓介四袭の頃の記 1 S を、そこま 
ではつきり党えてらつしゃる Af * 
なんか、もうおぼろげですよ e 
たみ子だつてとても剌激的だ〇 
たんですよ{笑〇田舎にいた時は， 
0りに色彩がありませんでしたか 
らね‘でも、たつたひとつ、祖母 
が私をおんぶして、村のお怒りに 
連れてつてくれたんです。そこで 
so てくれた風車が^！にきれい 
で。坂でグルグル03るのを、「きれ 
いだなあ」つてじつと見ていまし 
たね。それが私の二歲の時の、い 
ちばん古い Bd « ですねし 


塞 

蒙 


風 


ラテン|»に「ホモ•ファべル」 
という f ! c 現がある^作る人」の意 
である。いま、えくてびあんでは 
クラフトの速«:をしているが，ま 
ことに入 pa とはホモ*フアべルな 
存在だとおもわざるを得ない。な 
にもこんなもの作らなくても、質 
づてしまえばいいじやないか、と 
思う人もいるだろうが，ホモ•フ 
ァべルはそう思わない命|方"「ホ 
モ•ルーデンス J という言^;!あ 
る。「遒戯をする人」の意である。 
逍教こそ人® SIK ! の本質であり， 
文化を生み出す根漉だとする人 m 3 
観をいつている f 二三 H に行 
われた竹トンボ大会を一日足物し 
たのだが，全国から案まつた人々 
と515をしていて、つくずく、この 
ひと遂はホモ•ル—デンスの塊で 
はないかと思い•なにやら畏 ft の 
念さえ湧いてくるのであつた ♦な 
にしろ、字はたかが「竹トンボ」 
である"幼稚—や小学生ならと 
もかく•還暦を過ぎた、あるい U 
遇ぎようとしている「大の抝」が 
飛距離や滞空時間、高度を较うの 
に真到な眼差し、手つき、特に膝 
つきが「玄人」っぼい"昨日今日、 
竹トンボを扱つたという人は I 人 
もいないことが一目瞭然である。 
人はこんなに遊びに熟中で 
きるのであろうか ♦ risj 
に*逝びをせんとや生まれけむ， 

とある。「遊びをせんとや牛まれ 
けむ戤れせんとや生まれけむ 
遊ぶ！^の声 N 1けば我が身さ 

えこそゆるがるれ」。共にホモ • 

ルーデンスである ♦ えくてびあん 

途く近くに君きけど 


1:繼嵐：泊田！ im 小林 IHK 名 IVB 属 

山田]5子大久保漢本祆并紀美子 

(9歲！ * 坂^平中 E 5 LX 来亭平 


癸行所 

1安 


” hev 1: びあん第 IK - 号 

BHS + I 年七？日兑行 

えくてびあん編美 XS 

卻立川市朗912175 

杉两ヒル 3 F Ttiog 

笛^〇四二®0082 

FAXC 四二効0065 

51攀：兌斤人 

立并毬介 

印9]所柹大*社 


:>65 

会 


たみ子そ、っなんですよこんな 
自分の家の近くに，まさかね(笑〇 
それで、あんな表札を掲げている 
んだつたら、もうすぐ r 赤い烏 j 
は後 M するんじゃないかつて思つ 
て， ワクワクして 待0てたんです。 
そしたら私の思つた通り、昭和六 
年の一月に復刊して、それで ft 初 
の号が出てすぐに、0分の詩を初 
めて sag したんですよ。 

啓介そうだつたんですか。いや 
あ、実に不思議というかラッキ— 
というか。さらに"そのたみ•ナさ 
んの_が白秋の目に留まるわけ 
でしよう0 

たみ子6分の詩が白秋先生に說 
んでもらえるというだけで、もう 
木当に箱しくて格しくて。その後、 
女学校を i する頃までに较けて 
選をいただいこと f つかけで* 

描 ft をされていた白秋門下の4田 
{準一》さんや黄(空歌)さんと知 
^^4{>っことができたんです"それ 
から、私と同じ頃に投稿してた方 
に、*: l!K {南古〉さんなどもいま 
したね。 

啓介えくてびあんで掲敝した詩 
は" まさに その頃の作品ですね。 
たみ子そうですね。 まだ *き始 
めの頃で、$11にかしいんで 
すが"とにかく私は、作品を作つ 
て白秋先生に見てもらうこと’^ 
田さんたちとお SSV る C とが娘し 
くて培しくて。その頃ね 、 eg 
生の門 1 は下北沢の•ある llr 
の下«屋の屮に，それぞれ部屋を 
惜りて住んでたんです"私も何度 
か連れてい0てもらつて、みんな 
でお喋りをしたりして{笑= 

舀介ああ、いい時代ですねえ。 
たみ子その下宿に，よく中山省 
三郎さん(ロシア文学者)が見え 
られて"$さん、与田さん、巽 


さん、私の四人で fls に 行こう 
ということにな つてね。私、その 
時、生まれて初めてコ|ヒ—を飲 
んだんですよ(笑)。 

啓介それは美味しかつたでしよ 
う{笑)。若い詩人たちに•たみ子 
さんが妹のように^^がられてい 
る光 is が浮かんでき f すよ。その 
後•女学校を Y -棄されたあとはど 
ういう追に進まれたんですか。 
たみ子協^会というところに就 
職して、そこで出している，杜会 
政策時報」の爾集をするようにな 
つたんです。その後、与田さんが 
帝 h 教育界 i 部{現チャィルド 
本社》で児童図#の細集をするこ 
とになつて。私もそれを手伝う形 
で、昭和—四年からそこに勘める 
ことになつたんです。 

S 介! fi 童図*の編架というのは、 
たみ子さんにとつては楽しい仕辛 
だつたんじやないですかひ 
たみ子ええ。作家だけでなく、 
pi 家の方ともたくさん知り合えて。 
昔は叩があると、手紙や葉»が主 
流でしよう。その頃いただいたお 
手紙を今でもとつてあるんですが. 
もう ほとんど亡くなられてますね。 
S 介たみ T さん、- tnT 人の詩人た 
る}&5というのは、どこにあるん 
でしようね。例えば今の物があふ 
れている時代の中では、生活に^ 
心を持たせること自体、®-しいん 
じやないかなと思うんです-たみ 
子さんが r 赤い. ft j を、まるで抱 
きしめるようにして 335 んだ、そう 
いう感覚を今の r 4^ たちは持つて 
いるんだろうかつて思うんです" 
たみ子私は母を一故で亡くした 
開係で、) II 越の先の方にある父の 
実家に預けられていたんですこそ 
れが四进の時•父の^®が決まつ 
て、生まれて初めて ' irn . 卓に柒つて， 


んですね。お父様から「赤い冉』 

を贈られなかったら、今のたみ子 
さんはなかったわけですから。 
たみ子そうですねえ。父はそれ 
以前に小学校の教師をしていて、 
わり かし文年みたい なところ 
があったんです P で、たまたま本 
屋さんで手にしてみて、まず0分 
が気に入ったんですね。それまで 
子供向けの f いえば、いわゆる 
おとぎ 话とか昔話のような もの ば 
かりでしたから。大人が SC んでも 
充分の内容だったと思いますよ" 

S 介_した孰筆陣をみると、 
rF 々たる顔ぶれですねえ"北 ！ skc 
秋•西條八十、••木%風、高浜虚 
子、徳 m 秋声，小川未明、@崎藤 
村、泉鏡花の名もあります。 

たみ子芥川(能之介》とか菊池 
宽、林芙美子さんや t ¥代さん 
なんかも#かれてますでしよ。削 
砝者の鈴木(三《+3先生が漱石 
門下ですから、そういった人脓か 
ら f ったんですね U 
S 介ところで、それまで作文嫌 
いだったたみ子さんが、自分でも 
»いてみ ようと 思い立ったのは、 
いつ頃からなんですか。 

たみ子一時『赤い厘は休刊し 
ていたんです。昭和四年から二年 
阳ほど発行してなかった^私はそ 
れが残念で残念で•押人れの行李 
の中ににと〇ておいたバック 
ナンパ—を、練り返し嫌り返し読 
んでたんです。*初は*話が.^ 
きだったんですが、痛等女学校の 
一^^ぐらいになつた時に、白秋 
先生が誉かれた詩が「いいなぁ」 

と感じ始めて。 

啓介北1^0:秋の持ですか？ 
たみ子ええ U 白秋先生は、鈴木 
先生を助けて r 赤い烏 j の银 Ife を 
手 fe われてたんです。児 f 由 H $ 
憫や荦說镧の役核の選をされてい 
て。もちろんご自身も作品を%表 
されていましたし。私は、今度は 
白秋先生の詩と役稿 W を、何度も 
何度も統み返してね。「いいな、自 
分も#いてみたいな」って” 

啓介でも r 赤い鳥」は、その頃 
休刊してたんでしよう。 
たみ子そうなんですよ。でも， 
^11に偶然でび〇 くりしてしまっ 
たんですけど、当時私の家は新栢 
の， f の西大久保にあったんです。 
当時の女学生は，学校^り1:寄り 
道をするなんてとんでもないこと 
なんです。でも、私 a あまり與面 
目な方じやなかつたから(笑)、よ 
く新. W の紀伊1に出かけては、 
本の立ち St みをしたりしてたんで 
す。そしてその日もね、ぶらぶら 
寄り道をしていたら、偶然 r 赤い 
烏 t ± •鈴木三 S 吉 j とい^^札を 

見つけちやつたんです。もう、本 

当にぴ〇 くりして- つて0 

S 介お宅のすぐ近くじやないで 

すか(笑}。 


啓介たみ子さん、 I 年間の連«、 
ありがとう ございました。 

たみ子 r たみ子さんのうた j な 
んてとても'^らしいタイトルを 
つけていただいたのに，こんな白 
髮のおばあちゃんの f が椹載さ 
れたら * 货さん" びつ くりされる 
んじゃ•ないで しよう か(笑0 
啓介大変失 fL ですが•今•お幾 
つですか" 

たみ子今年、八十四眾です。え 
くてびあんに%せていただいた詩 
は十代の頃に* • いたものが多.くて、 
何だかお恥ずかしい限りですね。 

啓介いえいえ。毎月 i の方か 
ら反®が寄せられるんです。 Jt 日 
も第 I 回目に f 描いてくださつ 
た佐：*多持先生から、こんなお葉 
#をいただいて1み f ん 
の詩、その情！^削作してさわや 
かな風光を感じます 1 -〇 
たみ子 fA の方こそ御礼を申し上 
げたい気持ちです。あんな拙い詩 
に，皆さん紐月素晴らしい作品を 
寄せてくださつて。^ II にもつた 
いないですね。 

啓介先ほど十代の頃というお35 
がありましたけれど、そもそも、 
たみ子さんが詩というものに傾倒 
してい〇たのは、やはり r 赤い尚」 
の存在が大 S かったんですか。 
たみ子大きいどころか r 赤い. ftj 
に出会つてなかつたら•物 f な 
んかに a ならなかつたんじゃない 
でしようかねえ。 

啓介*:初に琥まれたのはいつ頃 
のことでしよ、つ。 

たみ子小学校一の採わり頃 
だつたでしようか。クリスマスだ 
つたかお正月だつたか忘れました 
けれど、プレゼントに父が et つて 
きてくれたんで すっ 初めて見る雑 
誌なのに、もう表紙を見た i に 
「、っ わぁ」つて、抱きしめるように 
して(寒0中も莸まない•っちから 
ね。 

S 介一口で気に入つてしまった 
んですね。 

たみ子ええ。淸水 A 雄(面家) 
さんの i 絵がとても英•しくて。 
寝る時間になつても、 «* の中で 
ずつと统んでたりして、よ&ら 
れたんですよ。 

01介ああ、目に浮かびます《笑)。 
たみ子それからは、出る度に必 
ず瞄 SC するようになつて e 
啓介幼心にも’私が求めていた 
ものはこれだ」 と 感じるものがあ 
つたんでしようね。 きつと 琉礙# 
きで、作文なんかも得意な女の子 
だつたんで しよう。 

たみ子いいえ、それが全然(笑 〕 U 
私はね、作文が大嫌いだつたんで 
す「その頃学校で教わるのは、作 
文といわず「铤 i 」 といつて， 
時候の挨拶だとか、決まリ亊ばか 
〇で全然面白くなかつたんですよ。 
何を S いていいのか分からなくて、 
よく私一人だけ"宿®を出された 
りして {笑〇抑に しても ね、当時 
の教科*には詩らしい詩は出てい 
ませんでしたから、私は『赤い烏.1 
を狨むまでは、調子のいい七五調 
の言*を-行開けに S - いたものが 
詩だと思つてたんですね。だから 
自分が詩を*くなんて、思つ 

てもみなかつたんです。 

啓介それじゃ あやっ ばり『赤い 

Bj との出 ft いと V っのは、たみ 

子さんにと〇て本当に人きかつた 


D C ち J う 

飛耳長目 

拍報収集にすぐれ*♦物の 

紐祭が銳く、 UIWI : 詳しいこ 

と"飛耳は•連くのことを飛 

ぶように早く两く耳"* fi 目は、 

速//まで技く見とおすことが 

できる目という じて. 

#物を mt こともあるゎ 


松卜；15^代の吉 lil 松踗は • 

巾央の勉舲に注目し•月身の 

取：2^を「清1(長 uj と呼ん 

でいた。 nMH の指導の睽に 

も常に g し、時本解 f 行 

なつていたといぅ • 


































































































































最終回 


詩•清水たみ T - 


4の - Iru 

木の下を通つていて 
なんとなくふりかえる。 
いままでいた風が 
ふと 
ぃなぃ。 

どこかで、だれか 

やさしい目がわたしを見ている。 

音萊のなかにかくれた 
風と小烏？ 

平成 元年「〇本 鬼* 文^」- Ay - 
ftfl と小 A と 私一より 


たみ子さんのぅた 







